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朝鮮時代における両班の郷村支配と郷約
李 成 茂
韓国国史編纂;委員会
朝鮮時代に地方を掌握 していた両班 らは、彼 らの郷村支配を強固にするために、京在所(地
方出身のソウル両班高官たちのソウル事務所)、 留郷所(村 の所在地にある地方両班らの協議
機構あるいは事務所)な どの機構を運営 して郷約を施行 した。
京在所 というのは、高麗の事審官(名 誉職地方治者)制 度を受け継いだ在京官僚 らの関連地
方に対す る人事 ・力役(賦 役)・ 貢賦 ・租税 ・治安問題を諮問す る機構であった。事審官は地
方民を搾取していると言われて、1318年(忠 楽王5年)に 廃止 されたが、権豪(地 方勢力家)
らの中に事審官を自称する輩 らが多かったので、これは朝鮮時代の京在所に継承 された。 しか
し、高麗の事審官は豪族的な性格が強かったのに対 して、朝鮮時代の京在所は官僚的な性格が
強かった。京在所は在京官僚 らの郷村 自治の諮問機関として、観察使や守令の地方統治組職 と
は別に、京在所や留郷所の地方支配組職を持っていた。
京在所は、該当の地方の在地士族(localelite)ら で構成 された留郷所を従えていた。ゆえ
に、留郷所を分京在所 とも言った。留郷所の郷任(役 員)は 、京在所員の裁可を受けて任命す
るようになっていたし、該当の地方統治にも積極的に干与していた。だから、京在所が主で、
留郷所は従であったともいえるだろう。それだけではなく、京在所は留郷所 とともに郷吏勢力
を規制 した。高麗時代の事審官は郷吏勢力 と協力して地方統治に干与したのに対 し、朝鮮時代
の京在所と留郷所は郡県の事務 を郷吏に任せ るが、郷権の優位 を占めるために郷吏とは対立 し
ていた。これは朝鮮初期国家の郷吏勢力抑圧政策の一環でもあった。
高麗時代か ら、郷村支配勢力は、国家から官品(官 僚階級章)を 受けた品官群 と、そうでは
ない郷吏群に両分されてきた。この中で、品官群は麗末鮮初の新興士大夫(newliterati)勢
力として成長 し、朝鮮王朝の支配層になった。ここに朝鮮王朝の執権士大夫たちは、部民告訴
禁止法(郷 吏や民たちが 自分の村の守令 を告訴できないようにする方法)・ 郷吏の大幅な人事
異動、元悪郷吏処罰法など、国家政策として郷吏勢力を抑制 し、中央執権体制を確立しようと
した。それだけではなく、品官群を支援 して、彼らが郷権を掌握できるようにした。 したがっ
て、朝鮮初期に非公認京在所が国家公認機構のように活動して、その麾下に高麗時代にはなかっ
た留郷所を従えるようになったのである。
しか し、朝鮮王朝の中央執権体制が強化された朝鮮後期には、国家が郷村統治のために京在
所と留郷所の力を借 りる必要がなくなった。そ して、経済外的強制が弱化されて、経済的関係
が強化されるようになった。よって、不在地主は在地地主へ、奴婢労動は雇傭労動へ変わって
いった。それによって、京在所両班 らの縁故地支配に対する執着が弛緩されて、彼らの在地性
も稀薄になった。そして、1603年(宣 祖36年)に は京在所が廃止 されて しまった。それだけ
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ではなく、壬辰倭乱以後、守令権が強化 され、在地士族が旧郷と新郷に分裂されて郷戦が起き、
郷任の任命権 さえ守令に戻されて、京在所の機能が有名無実になった。
京在所員は、新王朝建設に直接参加 した執権官僚たち(居 京品官)で あった。それに比べて、
留郷所を構成する閑良品官 らは、そこか ら疎外された地方士族(留 郷品官)ら であった。執権
官僚や閑良品官の中に、新王朝建設への参加派 と非参加派の差はあったが、地方社会で郷吏勢
力を押 して郷権を占めることには同調 した。 しか し、在地性は、閑良品官が中心になる地方士
族が強く、執権両班 らの中央執権体制強化には一定の抵抗を行った りした。郡県改編の時がそ
うであった。執権両班 らが後で勲旧派になったのに対 し、留郷品官たちは後で士林派 として成
長 し、朝鮮中期以後の士林政治を遂行するようになった。
執権両班らの中央政府では、郷吏(localfunctionaries)勢 力を押すために留郷品官たちと
連帯 していたが、留郷品官たちの強靭な在地性が中央執権化を阻害する時には、これ らを牽制
した りした。1406年(太 宗6年)に 留郷所を廃止 し、明の申明停制度を真似 して、1417年
(太宗17年)2,月 に一時的に申明色制度を実施 したことであるが、留郷品官たちが李施愛乱に
協力 したことを理由に、世祖が留郷所を一時的ではあるが廃止 したことがその例である。もち
ろん、留郷所が国家の公式的な官僚機構ではなく、郷村 自治機構であるか ら廃止された として
も、その自治行為が消滅 したわけではなかった。 しか し、留郷所が郷村 自治機構として 目立っ
活動をするためには、留郷所の復設(改 めて設置す る)が 必要であった。そ して、1488年
(成宗19年)に 留郷所は複設 された。これは金宗直など士林派(Sarim:neo-confucianliterati)
の政治的進出とも一定の関係がある。
しかし、京在所の留郷所支配は続いた。留郷品官たちは、これに対抗するために独自に生員 ・
進士たちで構成 された司馬所(村 にある進士 と生員たちの協議機構あるいは会合所)を 作った
り、中宗組己卯士林 らを中心に郷約普及運動 ・郷飲酒礼 ・郷射礼 ・社倉制などを強化するに至っ
た。そして、士林派 らが政権を取った宣祖朝には、留郷所の活動が全盛期を迎えるようになっ
た。
しかし、17世 紀以後、中央執権体制が強化 されると、留郷所の郷任は、京在所ではなく守
令が任命するようになり、留郷所の郷庁は守令に隷属する地方官府の下僚(下 級官吏)の 地位
に転落す るようになった。
一方、16世 紀以後、郷村社会には郷約が実施 され始めた。郷約は宋の藍 田(地 方名)に 住
んでいた呂氏門中が作った呂氏郷約(VillageCodeofYu's)か ら淵源 されたが、朝鮮 中期
以後に実施された郷約の模本は、朱子がこれを増損 した朱子増損 呂氏郷約(VillageCodeof
ChuHsi)で あった。
しかし、中国と習性 ・気習 ・風土が違 う朝鮮で中国郷約をそのまま実施することは難 しかっ
た。そ して、名称だけ郷約 とい う名前をそのまま使ったり、他の用語に変えて書いた り、中国
郷約の内容を全然受け入れなかった り、一部だけ受け入れたり、非常に多 くを受け入れた りし
た。韓国は韓国なりに、郷憲(郷 村の規約)、 香徒(郷 村の東帝祭祀のための組職)、 契、 ドゥ
レ(農 村の労働協力組職)な どの郷村共同体の組職 と規約を持っていた。 したがって、郷約は
郷村の規約 とい う意味で使った りした。だから、郷約 と言えばす ぐ呂氏郷約や朱子増損呂氏郷
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約 をい うと誤解 してはいけない。郷約 とい う名前は同じであるが、実行主体 ・実行目的 ・実行
時期によって内容がいくらでも変わることがあ りうるのである。士族(Confucianliterati)
が主体になる時には士族郷約 ・郷規になり、守令が主体になる時には守令郷約になり、洞 ・面 ・
里 ・村などの共同体の団合と秩序を維持す るために実施 されれば、洞約(町 内自治規約)・ 面
約 ・里約 ・村約になるのである。何故ならば、郷約の性格は、郷規や郷約とい う名称よりも、
その主体と内容 ・目的がもっと重要であるからだ。だか ら、朝鮮時代の郷約は、士族郷約 ・守
令郷約 ・洞里郷約に概ね区別した方が良さそ うである。
士族郷約は郷会(郷 村自治会議)を 中心に運営され、その構成員を郷員、その名簿を郷案 と
いい、その経費調達は郷契によって充当された。契は会議の会費に運用された り、一定の基金
を持ってその利子に運用された りした。したがって、 目的事業に契 とい う名 を付けて使った り
した。郷約 ・洞約 ・村約 ・宗約を郷契 ・洞契 ・村契 ・宗契に変えて呼んだ りするのもそのため
である。
留郷所は郷会議行政機構に過ぎず、留郷所の庁舎を郷庁 と言った。留郷所の座首 ・別監など、
郷任は名望をたくさん受ける郷員を選抜 した後、京在所の裁可を受けなければならなかった。
郷会議代表は、郷執綱(郷 先生 ・郷首 ・郷老 ・郷大夫)と して、年上で徳の高い人が推戴され
たし、任期もないので、一郷の世論を左右 した。郷執綱は、郷任を通 じて郡県の人事 ・租税 ・
力役 ・貢賦などの行政業務に干与 し、郷案に登載された郷内の人だけではなく、登載されてい
ない郷外人の仕事にまで干与 したこともあった。郷員は、内郷 ・外郷 ・妻郷など3郷 を考慮 し
て、士族だけが一定の審査を通 してなることができた。
士族郷約では、郷飲酒礼 ・郷射礼 ・春秋講信(会 議の集まり)・社倉制を実施 して郷員間の
団結と秩序をはか り、郷村教化に力点を置いていた。退渓 ・栗谷の郷約は士族郷約の模;本になっ
た。 しかし、壬辰乱以後、地方社会に旧郷(郷 村の既得権 勢力)と 新郷(郷 村の新興勢力)の
区分が生 じて郷戦が起き、守令が密かに新郷の肩を持つようになると、士族郷約は危機を迎え
るようになった。そして、旧郷たちは郷案から出て、別に儒案を作ったりした。郷案罷置(既
存郷案を無くして新たに郷案を作って保存する)が それであった。朝鮮初期に、執権官僚たち
は、郷吏を押すために地方士族である品官群を支援 したが、郷吏勢力が弱化 された朝鮮後期に
は、郷村支配の中心勢力である旧郷を押して新郷を支援 し、執権化政策を追い求めるようになっ
たのである。
州県郷約は、守令が中心にな り、道 ・郡県 ・面 ・里 ・洞単位で実施された郷約であった。 こ
れは中央政府の郡県 ・面里制強化 と郷村教化政策の一環でもあった。州県郷約(村 の郷約)は 、
士族郷約が優勢であった朝鮮中期には、士族たちの非協力で大きな成果をおさめることができ
なかったが、守令権が強化された17・18世 紀以後には広 く流行 した。守令権 を強化するため
に、守令は、守令に'協調的な新郷の郷庁と郷吏の作庁(郷 吏 らの協議機構あるいは事務所)を
支援して、旧郷を牽制 しようとした。そして、留郷所の郷庁は新郷の占める割合が高くなる代
わ りに、郷庁の郷任は完全に守令の管轄下に編入されていった。
洞里郷約は州県郷約の一環で実施された。 しか し、同里郷約にはさらに二っの特徴が加味さ
れていた。一つは共同納(税 金や費用を共同で納付)の 問題で、もう一つは村落に自生的にず
335
李 成茂
いぶん前か ら伝 えられてきた香徒 ・契 ・ドゥレ ・洞祭など共同体組職 との結合問題である。
1711年(楽 宗37年)、 良役変通節 目の里定制も租税 ・還穀 ・力役の共同納を目的に実施 された
のである。官では民庫を設置 して村落の共同納を支援 した りした。
しかし、共同納は、族徴(未 納の税金を親族たちに納付させた)・ 隣徴(未 納の税金を近隣
の人々に納付 させた)の 弊害と下層民たちの不公平な負担のため、三政の紊乱(田 税 ・軍役世 ・
還穀制度の紊乱 と腐敗)と 民乱の原因 となった。このような同里郷約には士族たちの上契 と下
層民の下契が合 されていたか ら、 自然にその負担が下層民たちに集中したのである。
また、同里郷約は、香徒 ・郷徒 ・村契 ・洞契など伝統的な村落共同体の契規約に基づいて実
施 されていた。 このような郷村契規約は、頻繁な兇年 と外侵にもかかわ らず、相扶相助の精神
に基づいて、韓民族が今 日まで綿綿 として生き残れるようにした生活共同体であった。 しか し、
このような郷村契規約は慣習的に運営 されてきたため、今伝えているものは珍 しく、士族たち
の洞約(契)に その片鱗が伝えられているだけである。
【Abstract】
OntheYangbanもLocalRulingandtheVillageCode(郷約)
intheChosonDynasty
LEESongMu
NationalInstituteofKoreanHistory
TheYangban(兩 班),therulingclassofvillagesintheChosondynasty,operatedorganizations
suchastheKyonglaeso(京 在 所,CapitalLiaisonOf且ce,ano伍cebuiltinthecapital"Seoul"
鉛rthemralYangbanpostedathighgove㎜ento伍ces)andtheYuhyangso(留 郷 所,acouncil
orofficeinlocalvillagesfbrthelocalYangbantogather)andenfbrcedthevillagecode.
TheKyonglaesowasestablishedfbrthebureaucracybasedinSeoultoconsultonmatters
suchasperso㎜elaf伍irs,of飴ringstothestate,taxandpublicorderin㎜・alareas.TheKyo匐aeso
hadco㎜andovertheYuhyangsoofeachregion,whichwereorganizedwiththelocalelites.
Forsuchaspects,theYuhyangsowasalsocalledthebranchKyonglaeso.WhiletheKoryo
Sasimguancooperatedwiththelocalnativestogovemtheruralareas,theChosonKyon匐aesoand
Yuhyangsole丘theG㎜hyun(郡 縣,countyandprefbcture)af毎irstothelocalnativesbutatthe
sametimemaintainedtheHyanggwon(郷 權).Suchcharacteristicswereduetothepoliciesfbr
suppressingthepowerofthelocalnativesduringtheearlyChosondynasty.
Butasthecentralizedgove㎜entsystemintensi丘eda丘ertheseventeenthcen鱒the
Suryongobtainedauthori叭odesignatetheHyangim(郷任)oftheYuhyangso,which鉛 ㎜erly
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belongedtotheKyon匐aeso.AndtheYuhyangsolocalagencywelltunderthecolltrolofthe
Suryongtobesetbackasapet取official.
Meanwhilea丘erthesixteenthcenturyvillagecodeswereenfbrcedinruralvillages.The
丘rstvillagecodewasthe碗ZJ㎎6Co46(ゾ}勉's(呂 氏 郷 約)madebytheYuclan(呂 氏)wholived
inLantian(藍 田)oftheSong(宋)dynasty.Howeverthevillagecodethatwasenfbrcedinthe
midChosondynastyoriginatedfヒomthemodifiedversionyゴ〃㎎ 召Co46げ α%猛 ゴ(朱 子 増 損
呂 氏 郷 約)writtenbyChuHsi.
TheConfUcianLiteratiVillageCodewasoperatedmainlyl)ytheHyanghoe(郷會,thevillage
self=administration60uncil)whichwascomposedofHyangwons(郷 員).Thelistofthe
HyangwonswascalledtheHyangan(郷 案).ThefUndfbrrumingtheorganizationwasraisedby
theHyangkye(郷 契).TheKye(契,mutualassistanceassociation)wasgenerallyrunwithmem-
bershipfbesorbyfhndinterest.AKye.couldbeorganizedbyadding"Kye(契)"餓erthename
ofapr句ectorbusiness.Thisiswhythevillagecode(郷 約),Dongvillagecode(洞 約),Ch'on
villagecode(村 約)andtheJongvillagecode(宗 約)arealsocalledHyangkye(郷 契),
Dongkye(洞 契),Chbnkye(村 契)andJongkye(宗 契).
TheChuhyonvillagecode(州 縣 郷 約)wasenforcedinthedistrictunitsdo,
Gunhyon,Myon,RiandDongunderthemanagementofthelocalprefect.Itwas
mainlypurportedfbrintensifyingthegovernmentGunhyonandMyonri(面 里)systems
andfbreducatingtheruralresidents.TheChuhyonvillagecodewasnotpracticed
ef匠cientlyduringthemidChosondynastywhentheConfucianliterativillagecode
nourishedduetotheuncooperativemanneroftheConfucianliterati.Thenasthelocal
prefbct'sauthoritywasreinEorcedintheseventeenthandeighteenthcenturies,the
Chuhyonvillagecodebecamepopular.
TheDongrivillagecode(洞 理 郷 約)waspartoftheChuhyonvillagecode(州 県系
郷 約).Butithadtwofactorswhichdiffbred丘omtheChuhyonvillagecode.Onewas
thematterofjointpayment(共 同 納,jointpaymentoftaxesandexpenses)andthe
other,thematterofcombiningwiththetraditionalcommunityorganizationssuchas
theHyangdo(香 徒),Kye(契),Ture(亨 己IDandDongje(♀ 同祭).TheYijongsystem(里
定 制)fromtheArticlesforAppropriateManagementofMilitaryServicesbyFreeborn
(良 役 變 通 節 目)wasalsopurportedfbrjointpaymentoftax,grainexchangeanddraft
labor.ThegovernmentalsobuiltaMingo(民 庫,awarehousefbrstoringmoneyand
graincollectedfromruralresidentstobeusedbylocalof覧ces)topromotejointpay-
ment.
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